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1.　固体粒子よごれの汚染性，洗浄性を活性剤濃度の

影響を中心に検討した。

2.　試料布はナイロン，ポリエステル，ポリプロピレ

ンの３種を用いた。よごれ粒子は玉川Ｃ級カーボンと酸

化第二鉄を用いた。これらよごれ粒子をそれぞれSDS,

非イ オンの0.01 ～0.5% 液 中に分散し，分散液中での

汚染吐を検討した。汚染性の評価は反射率 を も とにし

た。洗浄試験はFe^O, は水分散液で,カーボンブラック

については0.01% の非イオンの液中に分散し,  Scrab-

0-Meter で30 ±2% の汚染布を作成し洗浄試験を行っ

た。

3. 繊 維についてはSDS 。 非イオンともに低濃度で

はポリプロピレン＞ポリエステル＞ナイロン の順に汚染

されやすいが高濃度になるとナイロン＞ポリエステル＞

ポリプロピレンの順に汚染されやすくなる。これはよご

れがカーボンブラックの場合もFe^O, の場 合も 同じ傾

向を示した。濃度と汚染性について……FeaOa の場合，

SDS では0.05 ～0.1% で再汚染率は最小値を示した。

非イオンでは0.01 ％ では再汚染率は高いが高濃度にな

るにつれ再汚染率は低くなる。この傾向はポリプロピレ

ンに著しい。カーボンブラックの場合ナイロンはSDS

の濃度が増すにつれ再汚染率は高くなる。ポリプロピレ

ン，ポリエステルでは0.2% で再汚染率は最小となる。

再汚染試験と洗浄試験とはかなり一致した結果が得ら

れた。


